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１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

168

-

達成状況
の分析

市町と連携し、計画に沿った被災農家の営農再開に向けた支援を行った。

主な取組

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

課　　題　　等 今後の方向性
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448-

職員数（人）

成果指標
設定理由

緊急対策事業の実施により水稲農家の営農再開を支援する市町数を設定した。

合計（A) -

総合的に展開する
重点政策

4-1 県土の強靭化

H29年度

事業の現状
・目指す姿
(予算編成時)

【現　　状】
　台風第19号による米の被害状況（令和２年１月20日確定値）
　・主な被害内容　収穫前の水田への土砂等の流入、収穫後に保管していた米の浸水
　・被害金額　　　　202,929千円
　・被害面積　　　　　177.3ha
【目指す姿】
　被災した水稲農家が、令和２年産の米生産を滞りなく再開することができる。
【実施内容】
　市町村が行う被災農家が営農を再開するための取組に要する経費への支援。

区分（単位：千円） H30年度 R１年度

No 成果指標

1

505

0前年度繰越

予
算
額

現計予算 -

505

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

nogi@pref.nagano.lg.jpE-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標 労働生産性

課・室

事業番号 09 03 07 事業改善シート （令和元年度実施事業分）

事　業　名 被災農家営農再開緊急対策事業
部局 農政部

実施期間 Ｒ元

農業技術課

達成

-
達成状況

 決　算　額（B）

指標及びその達成状況　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし ］
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事業により被災農家
を支援する市町村数

-

○台風第19号（東日本台風）の被災農家を支援
・台風第19号の浸水等被害により米を出荷できなかった農家の、土づくりや次期作のための資材購入等の経費
を支援

目標値H30年度 R１年度

２市町- ２市町

うち一般財源

【ゴミ等が流入した収穫前の水田】 【浸水被害を受けた出荷用の米】
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千円
被災農家営農再開緊急対策事業1

- 448

千円

補助
金

令和元年度　実施内容（実績）

・台風第19号により、倉庫等の浸水により米の出荷ができなかった農
家の、肥料や培土など次期作に必要な資材の購入経費を支援した市町
村にして助成した（２市町）

No.

1

実施
方法

細事業を構成する主な取組

被災農家の営農再開に
対する支援

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

細事業名

事業番号 09 03 07 細事業一覧 （令和元年度実施事業分）

Ｈ30年度
決　算

Ｒ１年度
決　算

農政部 課・室 農業技術課

細事業
No.

部局事　業　名 被災農家営農再開緊急対策事業
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